
みんなで取り組んだ令和４年度の普及啓発月間プロジェクト

はつらつさん

埼玉県シルバー人材センター連合マスコット

いきいきさん

シルバー人材センター基本理念

自主
自立
共働
共助

センターを私たちのものとして考えます

センターを私たちの力で育てます

私たち会員は共に仲良く働きます

私たち会員は互いに助け合います
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会

員
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

新
年
を
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
素
よ
り
久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
事
業
・
運
営
に
久
喜
市
を
は
じ
め
関
係
機
関
や

市
民
の
皆
様
方
に
は
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
法
令
順
守
の
観
点
か
ら
公
共
17
件
、
民

間
14
件
の
請
負
契
約
を
派
遣
契
約
に
切
り
替
え
適
正

就
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
切
り
替
え
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
会
員
や
関
係
者
の
皆
様
に
は
ご
理

解
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
わ
が
国
で
は
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が

進
展
し
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
た
今
、
誰
も

が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果

た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、
会
員
ひ
と
り
一

人
が
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
た
就
業
を

通
じ
「
自
主
・
自
立
」
「
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理

念
の
も
と
、
お
客
様
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す

る
」
を
合
言
葉
に
、
安
全
適
正
就
業
委
員
会
を
中
心

に
安
全
対
策
の
徹
底
を
図
り
安
全
文
化
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
公
益
法
人
と
し
て
法
令
を
遵

守
し
た
適
正
就
業
に
取
り
組
み
、
市
民
に
親
し
ま
れ

信
頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、

会
員
・
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
会
員
の
皆
様
、
関
係
の
皆
様
の

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長

　

鈴
木
　
薫

　
役
員

　
　
理
事
長　
鈴
木　
　
薫

　
　
副
理
事
長　
田
口　
英
夫

　
　
常
務
理
事　
保
坂　
善
彦

　
　
理
事　
　
　
岡
野
み
ち
子　
金
子　
幸
子

　
　
　
　
　
　
　
亀
田　
文
江　
佐
藤　
敏
明

　
　
　
　
　
　
　
瀬
田　
和
子　
曽
和　
　
健

　
　
　
　
　
　
　
髙
橋　
三
男　
内
藤　
睦
央

　
　
　
　
　
　
　
内
藤　
洋
子　
中
山　
浩
二

　
　
　
　
　
　
　
町
田　
義
治

　
　
監
事　
　
　
中
島　
康
夫　
宮
内　
　
透

　
事
務
局
職
員

　
　
事
務
局
長　
保
坂　
善
彦

　
　
庶
務
・
経
理
担
当

　
　
　
　
　
　
　
秋
山　
泰
典　
新
井　
友
章

　
　
　
　
　
　
　
朝
生　
広
美

　
　
業
務
担
当　
荒
牧　
伸
将　
小
林　
明
美

　
　
　
　
　
　
　
黒
須
ひ
か
る　
本
多　
悠
人

　
　
　
　
　
　
　
三
浦　
和
枝　
小
林
い
づ
み

新
年
の
ご
挨
拶

　　
あ
け
ま
し
て

あ
け
ま
し
て

　
　
　
お
め
で
と
う

　
　
　
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
か
ら
、
会
員
の
皆
様
が
培
わ
れ
て
き
た

豊
か
な
知
識
、
経
験
、
技
術
を
い
か
し
た
多
様
な
就

業
機
会
の
提
供
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
社
会
参
加
を
通
じ
て
、
高
齢
者

の
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
と
、
地
域

社
会
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

経
済
活
動
の
両
立
を
踏
ま
え
た
事
業
者
支
援
の
取
組

が
進
む
一
方
、
不
安
定
な
社
会
情
勢
を
背
景
と
し
た

急
激
な
物
価
高
騰
に
よ
り
、
社
会
経
済
活
動
や
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
年
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
感

染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
公
共
施
設
を
は
じ
め

市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
や
企
業
等
に
サ
ー
ビ
ス
を
ご

提
供
い
た
だ
く
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
ご
活
躍
・
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者
の
皆
様
の
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
と
活
躍
の
場
を

創
出
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
迎
え
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の

理
念
の
も
と
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大

や
、
地
域
社
会
の
福
祉
の
向
上
と
活
性
化
に
貢
献
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
わ
が
国
に
お
き
ま
し

て
、
人
々
が
生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら
、
自
分
ら
し

く
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
人
生
経
験
が
豊
か
で
意
欲
の
あ
る

方
々
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
こ
ら
れ
た
知
識

や
技
術
を
存
分
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提

供
し
て
こ
ら
れ
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
成
果
は
、
非
常
に
大
き
く
意
義
深
い
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
健
康
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
多
く
の
会

員
の
方
々
に
対
し
、
地
域
に
お
け
る
日
常
生
活
に
密

着
し
た
お
仕
事
を
ご
提
供
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
働

く
方
々
に
と
っ
て
の
「
や
り
が
い
」
や
「
生
き
が

い
」
を
育
て
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
の
た
め
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

久
喜
市
長

 

梅
田
修
一

久
喜
市
議
会
議
長

 

柿
沼
繁
男
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　センターでは、安全適正就業委員会を中心に安全就業実施計画を策定し、安全パトロールの実施、植木・　センターでは、安全適正就業委員会を中心に安全就業実施計画を策定し、安全パトロールの実施、植木・
草刈機の安全講習や新入会員安全研修、交通安全講習の開催など、様々な機会を捉え安全就業の徹底に取草刈機の安全講習や新入会員安全研修、交通安全講習の開催など、様々な機会を捉え安全就業の徹底に取
り組んでいます。「安全はすべてに優先する」を合言葉に、会員一人ひとりが安全就業を意識し、センターり組んでいます。「安全はすべてに優先する」を合言葉に、会員一人ひとりが安全就業を意識し、センター
が一丸となって「事故ゼロ」を目指してまいります。が一丸となって「事故ゼロ」を目指してまいります。
　会員皆さんの積極的な参加をお待ちしています。　会員皆さんの積極的な参加をお待ちしています。

講師の先生から
　飛散防止カバーの取り付けが刈刃から離れているため
正規の位置に取り付けるよう指導があった。正規な位置
に付けると草が絡み効率が悪くなるのでずらしている
ケースが見られるが安全上好ましくない。

警察の方より
　「横断歩道で待っていても車が止まってくれない」と
いう話をよく聞きますが、渡る意志表示として手を挙げ
るのはとても有効です。手を挙げれば、止まってくれる
車はたくさんいます。「止まるだろう」と過信しすぎず、
自分から行動を起こして安全に気を付けましょう。

9月30日 草刈り技能講習会　in 佐間浄水場

10月13日 新入会員安全研修　in ふれあいセンター

 参加者インタビュー
井野さん

Q 経験年数は
A 15年くらい。
Q ハードなお仕事？
A  体力に応じたペースで仕事をしているので「きつくて大

変だ」とは思わない。休憩も時々取りながら進めている。
Q 草刈で最も気を使う点は
A  大きい石よりも小砂利があるところ。飛び石の率が高

いので。
Q 安全に仕事をするためには
A  養生が必要。養生があると移動したときが大変だが安

全作業が第一。
Q 本日感想は
A  悪い環境下で、作業を体験してみたかった。草刈の基

本が再認識できて大変良かった。

Q お仕事は
A 温水プールの清掃。
Q 今日の研修は
A  警察の方が来て話してくださり大変参考になった。

途中にフレイルの話と簡単なストレッチもありリラ
ックスして聞けた。

Q 講習に参加してみて
A  交通安全についても再認識できた。

就業先まで徒歩なので安全に気を付
けて、シルバー会員として頑張って
お仕事を続けていけるようにしてい
きたい。

 参加者インタビュー
酒井さん
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「事故ゼロ」「事故ゼロ」を目指してを目指して

講師の先生から
　現地での作業では、出来上がりが素晴らしく皆さんの
技術力の高さに驚いた、と同時に安心した。
　脚立（梯子）を使う高所作業は事故が多いので、ハサ
ミの置き方、脚立（梯子）の位置等注意が必要。

警察の方より
　「安全を他人任せにしない」「横断歩道では手を挙げる」

「反射材を付ける」「暗くなるのが早い冬場はライトを早
めにつける」など意思表示とちょっとした事が大切です。
ライトは16時頃から点灯してOKです。他人任せにせず、
まずは自分から行動しましょう。

11月4日 植木技能講習会　in 鷲宮公民館

11月30日 交通安全教室　in 菖蒲

 参加者インタビュー
佐藤さん

Q 経験年数は
A 10年くらい。
Q はじめたきっかけは
A  誘われて。
Q 仕事で最も気を使う点は
A 安全作業とお客様への心配り。
Q 安全に仕事をするためには
A  仕事の工程を見極めながら常に危険性を念頭に置く。
Q 本日感想は
A 講師の話を聞くと改めて認
 　 識する部分が多くあった。

Q お仕事は
A ヨークマートで商品の品出し。
Q どうしたら事故が減ると思い
　 ますか
A  事故が起きるということはみんなが気を付けていな

いということ。冷静に交通安全の徹底をすれば事故
は減ると思う。

Q 普段の生活では
A  日ごろから安全には気を付けていて、反射ベスト・

反射材を身に着けるようにしている。
Q 講習に参加してみて
A  勉強になった。またこのような講習があればぜひ参

加したい。

 参加者インタビュー
佐藤さん
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10
月
31
日
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

久
喜
に
て
、
資
生
堂
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
美
容
サ
ポ
ー
ト
部
か
ら
講
師
の

方
２
名
を
お
招
き
し
開
催
し
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
た
め

か
、
定
員
10
名
の
と
こ
ろ
申
し
込
み

開
始
直
後
に
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
、

す
ぐ
に
定
員
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
講
座
で
は
「
い
つ
ま
で
も
若
々
し

く
身
だ
し
な
み
の
ち
か
ら
化
粧
の
力

を
生
か
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
い
き
い
き
素
敵
に
輝
く
！
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
を
伺
い
、
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
な

が
ら
和
気

あ
い
あ
い

と
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
活
き

い
き
・
は
つ
ら
つ
・
自
分
ら
し
く
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
実
習
パ
ー
ト
で
は
、

事
前
に
選
ん
だ
お
好
き
な
色
の
ア
イ

シ
ャ
ド
ー
を
使
い
メ
イ
ク
タ
イ
ム
。

　
眉
・
目
元
・
唇
な
ど
の
お
化
粧
の

コ
ツ
、
ス
キ
ン
ケ
ア
・
ヘ
ア
ケ
ア
を

伝
授
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
３
時
間
に
わ
た
る
講
座
も
あ
っ
と

い
う
間
に
終
了
、
参
加
さ
れ
た
方
の

顔
が
明
る
く
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。参

加
さ
れ
た
方
の
声

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
お
化

粧
も
せ
ず
マ
ス
ク
を
し
て
い
て

肌
が
荒
れ
が
ち
で
心
配
で
し
た

が
、
今
日
の
講
座
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」

◆
総
務
財
政
部
会

部
会
長　
鈴
木　
薫　

副
部
会
長　
髙
橋
三
男

部
会
員　

�

中
山
浩
二　
衣
川
湘
司

　
　
　
　
関
本
光
男　
添
田
晋
六

　
　
　
　
池
田
征
二　
瀬
田
和
子

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応

・
第
２
次
中
期
計
画
の
進
捗
管
理

◆
事
業
部
会

部
会
長　
町
田
義
治　

副
部
会
長　
佐
藤
敏
明

部
会
員　

�

大
澤　
進　
　
内
藤
睦
央

　
　
　
　
岡
野
み
ち
子　
山
口
光
夫

　
　
　
　
桜
井
敏
之　
　
岸
本
啓
子

・�

植
木
、
草
刈
り
の
配
分
金
見
積
基

準
整
備

・�

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売
価
格
の

見
直
し

◆
普
及
啓
発
部
会

部
会
長　
内
藤
睦
央　

副
部
会
長　
亀
田
文
江

部
会
員　

�

曽
和　
健　
髙
橋
三
男

　
　
　
　
金
子
幸
子　
原
田
美
智
子

　
　
　
　
田
口
英
夫　
松
本
良
隆

・�

シ
ル
バ
ー
の
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

企
画
、
運
営

・
シ
ル
バ
ー
久
喜
の
編
集
、
発
行

◆
女
性
部
会

部
会
長　
内
藤
洋
子　

副
部
会
長　
岡
野
瑞
恵

部
会
員　

�

亀
田
文
江　
　
金
子
幸
子

　
　
　
　
上
原
登
美
子　
瀬
田
和
子

　
　
　
　

�

岡
野
み
ち
子　
明
戸
好
江

・
女
性
会
員
拡
大
の
推
進

・
手
作
り
ぞ
う
き
ん
作
成

◆
安
全
適
正
就
業
委
員
会

委
員
長　
田
口
英
夫　

副
委
員
長　
曽
和　
健

委　
員　

�

髙
橋　
操　
町
田
義
治

　
　
　
　

�

内
藤
洋
子　
新
井
健
一

　
　
　
　

�

籠
宮　
勉　
原　
節
夫

　
　
　
　
渡
辺　
操　
佐
藤
敏
明

　
　
　
　
佐
藤
新
夫　
小
林
英
一

　
　
　
　
折
原
邦
昭　
鈴
木　
薫

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

・�

植
木
、
草
刈
り
技
能
講
習
会
企
画
、

運
営

・
安
全
講
習
会
企
画
、
運
営

シ
ニ
ア
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
メ
イ
ク
講
座

部
会･

委
員
会

活
動
報
告　

　
令
和
４
年
７
月
よ
り
、
部
会
・
委
員
会
が

新
た
な
構
成
メ
ン
バ
ー
で
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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会
員
数
65
人
減･･･

（
表
１
）

　
令
和
４
年
度
上
半
期
の
会
員
数
は
前
年
同
期
よ

り
65
人
減
り
、
１
，０
６
９
人
と
な
り
ま
し
た
。
年

度
当
初
の
会
員
数
が
前
年
よ
り
52
人
減
り
、
更
に

入
会
者
数
が
前
年
よ
り
28
人
減
っ
た
結
果
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

受
注
件
数
１
６
６
件
減･･･

（
表
２
）

　
受
注
件
数
で
は
請
負
と
派
遣
合
わ
せ
て
１
，６
０

２
件
と
な
り
、
前
年
同
期
よ
り
１
６
６
件
減
り
ま

し
た
。
請
負
で
は
、
植
木
剪
定
の
受
注
件
数
が
減

っ
て
い
る
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。
派
遣
で
は
、
適

正
就
業
に
よ
り
31
件
の
請
負
を
派
遣
に
切
り
替
え

た
こ
と
が
受
注
件
数
が
増
え
た
主
な
要
因
で
す
。

契
約
金
額
１
，０
６
７
万
円
減･･･

（
表
３
）

　
契
約
金
額
は
請
負
と
派
遣
合
わ
せ
て
２
億
４
，９

３
８
万
円
と
な
り
、
前
年
同
期
よ
り
１
，０
６
７
万

円
減
り
ま
し
た
。
請
負
で
は
適
正
就
業
に
よ
る
就

業
形
態
変
更
に
よ
り
約
３
，８
０
０
万
円
減
っ
た
の

に
加
え
、
植
木
剪
定
や
除
草
作
業
の
契
約
金
額
の

減
少
と
あ
わ
せ
４
，４
０
２
万
円
減
り
ま
し
た
。
派

遣
で
は
、
就
業
形
態
の
変
更
分
が
増
額
と
な
る
は

ず
で
す
が
、
既
存
業
務
の
契
約
終
了
の
影
響
を
受

け
増
加
額
は
３
，３
３
５
万
円
に
留
ま
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
上
半
期（
４
月
～
９
月
）

事　
業　
実　
績

兎
年
に
あ
っ
た

　
　
出
来
事
・
流
行
語
　
　

１
９
３
９
年
（
昭
和
14
年
）

出
来
事　
◦
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発

　
　
　
　
◦
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
試
験
放
送
開
始

流
行
語　
◦�

靖
国
の
母　
◦
日
の
丸
弁
当

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）

出
来
事　
◦�

日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

　
　
　
　
◦
第
一
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
放
送

流
行
語　
◦
社
用
族　
◦
老
兵
は
死
な
ず

１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）

出
来
事　
◦�

「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
放
送
開
始

　
　
　
　
◦
力
道
山
刺
さ
れ
死
亡

流
行
語　
◦�

バ
カ
ン
ス　
◦
Ｏ
Ｌ

１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）

出
来
事　
◦�

三
億
円
事
件
時
効
成
立　

　
　
　
　
◦
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
幕

流
行
語　
◦
ア
ン
タ
あ
の
娘
の
な
ん
な
の
さ

　
　
　
　
◦
オ
ヨ
ヨ

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）

出
来
事　
◦
国
鉄
分
割
民
営
化
（
Ｊ
Ｒ
７
社
発
足
）

　
　
　
　
◦
石
原
裕
次
郎
死
去

流
行
語　
◦�

花
キ
ン　
◦
バ
ブ
ル

１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）

出
来
事　
◦
初
の
海
上
警
備
行
動
発
令

　
　
　
　
◦
国
旗
国
歌
法
成
立

流
行
語　
◦
だ
ん
ご
三
兄
弟　
◦
２
０
０
０
年
問
題

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）

出
来
事　
◦�

東
日
本
大
震
災
発
生

　
　
　
　
◦
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
優
勝

流
行
語　
◦
絆　
◦
帰
宅
難
民

0

200

400

600

800

1,000

1,200

男性 女性

1,134人
1,069人

845人 782人

289人
287人

845人 782人

289人

1,134人

287人

1,069人

R3年度 R4年度

（人）

会員数前年度比較
（9月末現在）

表 1

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

請負契約額 派遣契約額

1億7,042万円 1億2,640万円

8,963万円

1億2,298万円

1億7,042万円 1億2,640万円

8,963万円

1億2,298万円

2億6,005万円 2億4,938万円

R3年度 R4年度

（億円）

契約金額前年度比較
（4月〜9月）

表 3

1,350

1,400

1,450

1,500

1,550

1,600

1,650

1,700

1,750

1,800
（件）

請負件数 派遣件数

1,768件

1,602件

1,721件

1,522件

47件

80件
1,721件

1,522件

47件

80件

1,768件

1,602件

R3年度 R4年度

受注件数前年度比較
（4月〜9月）

表 2
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「
シ
ル
バ
ー
久
喜
」第
十
三
号

編　
集　
普
及
啓
発
部
会

　
内
藤　
睦
央　
　
亀
田　
文
江

　
金
子　
幸
子　
　
曽
和　
　
健

　
髙
橋　
三
男　
　
田
口　
英
夫

　
原
田
美
智
子　
　
松
本　
良
隆

　

編
集
後
記

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
10
月
の
普
及
啓
発
促
進
月

間
に
実
施
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
は
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
「
手
作
り

ぞ
う
き
ん
寄
付
」
や
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
な
ど
の
活
動
を
継
続
す

る
予
定
で
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
終
息
の
兆
し
が
見

え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す

が
、
安
全
第
一
で
就
業
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

　
普
及
啓
発
部
会
で
は
、
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る「
シ
ル
バ
ー

久
喜
」
の
編
集
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
積
極
的
な
ご
意
見
・

ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
ぞ
う
き
ん
寄
付　
in
菖
蒲
地
区

　
10
月
27
、
28
日
に
菖
蒲
地
区
の
小
学

校
5
校
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
が
自
宅
で
縫
っ
て
く
だ
さ

っ
た
ぞ
う
き
ん
や
、
寄
付
し
て
い
た
だ

い
た
タ
オ
ル
を
女
性
部
会
で
ぞ
う
き
ん

に
仕
上
げ
、
合
計
４
２
０
枚
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
お
届
け
し
た
小
学
校
で
は
ど
こ
も
ぞ

う
き
ん
は
足
り
て
い
な
い
ら
し
く
、
た

く
さ
ん
の
手
作
り
ぞ
う
き
ん
に
大
感
激

し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

栢
間
小
校
長
先
生
「
ち
ょ
う
ど
ウ
エ
ッ

ト
シ
ー
ト
か
ら
ぞ
う
き
ん
へ
切
り
替
え

る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
、
大
助
か

り
。
児
童
に
１
枚
ず
つ
配
っ
て
掃
除
で

使
い
た
い
」

〇�

花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
in
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
＆
菖
蒲
支
所

　
11
月
1
日
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と

菖
蒲
支
所
に
分
か
れ
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や

花
壇
に
花
の
植
え
付
け
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
は「
協
賛
プ
ラ
ン
タ
ー
」を
企
画

し
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
9
社
2
名
の
方

か
ら
協
賛
を
頂
き
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
、
中
央
公
民
館
、
久
喜
市
役
所
、
鷲

宮・菖
蒲・栗
橋
各
支
所
に
も
プ
ラ
ン
タ

ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

　
６
か
所
合
計
３
２
０
株
も
の
花
た
ち

が
施
設
を
訪
れ
る
利
用
者
の
み
な
さ
ん

の
お
出
迎
え
を
し
て
い
ま
す
。
足
を
運

ん
だ
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

施
設
の
利
用
者
「
今
年
も
お
花
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
く
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
綺
麗
だ
ね
と

話
し
て
い
た
の
で
、
ま
た
見
ら
れ
て
嬉

し
い
」

〇�

通
学
自
転
車
点
検　
in
栗
橋
西
中

　
11
月
11
日
に
栗
橋
西
中
で
昨
年
の
倍

近
く
多
い
２
２
０
台
の
通
学
自
転
車
の

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　
点
検
に
要
す
る
時
間
が
か
か
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
プ
ロ
の

技
に
よ
り
て
き
ぱ
き
と
点
検
し
、
お
昼

す
ぎ
に
は
す
べ
て
の
自
転
車
の
点
検
を

終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
点
検
を
し
た
通
学
自
転
車
に
は
点
検

票
を
付
け
、
自
転
車
の
状
態
が
分
か
る

よ
う
に
。
さ
ら
に
幸
手
警
察
さ
ん
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
反
射
材
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
会
員
「
自
転
車
は
生
徒
の

皆
さ
ん
が
大
切
に
乗
ら
れ
て
い
る
の
が

分
か
る
く
ら
い
、
綺
麗
な
状
態
の
も
の

が
多
か
っ
た
で
す
」

ぞ
う
き
ん
寄
付
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
通
学
自
転
車
点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た　

今
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、『
よ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
活
動
』
を
実
施

今
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、『
よ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
活
動
』
を
実
施
！！
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第
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令
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５
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